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2
0
1
6
年
8
月
17
日
か
ら
8
月
23
日

の
1
週
間
に
7
号
、
11
号
、
9
号
の
3
個
の

台
風
が
続
々
と
北
海
道
に
上
陸
し
、北
海
道

東
部
を
中
心
に
、大
雨
に
よ
る
河
川
の
は
ん

濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
8
月

29
日
か
ら
の
前
線
と
台
風
10
号
の
接
近
に

よ
る
大
雨
で
十
勝
川
水
系
や
石
狩
川
水
系
・

空
知
川
上
流
で
堤
防
の
決
壊
や
河
川
の
は

ん
濫
、日
高
山
脈
東
側
で
の
道
路
や
橋
梁
の

流
失
な
ど
が
相
次
ぎ
、大
き
な
災
害
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
土
木
学
会
水
工
学

委
員
会
で
は
2
0
1
6
年
8
月
北
海
道
豪

雨
災
害
調
査
団（
団
長
：
北
海
道
大
学
・
清

水
康
行
教
授
）
を
結
成
し
、
緊
急
調
査（

1
（

を
開

始
し
た
。本
稿
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
災

害
の
状
況
を
速
報
す
る
も
の
で
あ
る
。

気
象
状
況
と
被
害
概
要

　

台
風
の
統
計
を
開
始
し
た
1
9
5
1
年
以

降
で
北
海
道
に
3
個
の
台
風
が
上
陸
し
た
こ

と
は
な
く
、
ま
た
、
10
号
は
初
め
て
太
平
洋

側
か
ら
東
北
地
方
に
上
陸
す
る
と
い
う
特
異

な
コ
ー
ス
を
と
っ
た
。台
風
が
次
々
に
日
本

の
南
海
上
で
発
生
し
、こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス

を
た
ど
っ
た
理
由
は
、同
域
の
海
水
温
が
平

年
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
と
、太
平
洋
高
気
圧

の
西
へ
の
張
り
出
し
が
弱
か
っ
た
こ
と
で
日

本
の
東
側
を
北
上
す
る
よ
う
な
結
果
を
も
た

ら
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。さ
ら
に
台
風

接
近
に
伴
い
流
入
し
た
暖
湿
気
は
日
高
山
脈

に
ぶ
つ
か
っ
て
地
形
性
降
雨
を
発
達
さ
せ
、

日
高
山
脈
を
中
心
に
5
0
0
㎜
以
上
の
、北

海
道
と
し
て
は
記
録
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨

を
も
た
ら
し
た（

2
（

。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
断
続
的

に
降
り
続
い
た
雨
で
土
壌
水
分
が
飽
和
状
態

と
な
っ
た
う
え
、さ
ら
な
る
大
雨
が
流
出
量

を
増
大
さ
せ
、被
害
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
雨
で
発
生
し
た
被
害
は
、

9
月
12
日
現
在（

3
（

で
人
的
被
害
が
死
者
3
名

お
よ
び
行
方
不
明
者
2
名
ほ
か
、住
家
被
害

が
全
壊
13
棟
、床
上
浸
水
2
4
0
件
お
よ
び

床
下
浸
水
3
6
4
件
ほ
か
と
な
っ
て
お
り
、

住
民
避
難
に
つ
い
て
は
最
大
3
2
3
個
所

の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、最
大
8
0
6
6
名

の
避
難
者
が
あ
っ
た
。ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
道
路
、
鉄
道
、
電
気
お
よ
び
水
道

に
大
き
な
被
害
が
及
ん
だ
。特
に
国
道
は
道

央
と
道
東
を
結
ぶ
幹
線
の
2
7
4
号
線
が

復
旧
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ほ
ど
損
傷
し

て
い
る
ほ
か
、9
月
12
日
現
在
も
3
路
線
3

区
間
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鉄
道
で
も
橋
梁
の
流
出
等
で
長
期
間
の
運

休
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
路
線
も
あ
る
。

さ
ら
に
産
業
被
害
に
つ
い
て
は
、基
幹
産
業

の
農
業
に
1
2
3
1
0
・
9
ha
に
わ
た
る
被

害
が
出
て
い
る
ほ
か
、
水
産
業
、
林
業
、
商

業
お
よ
び
工
業
に
も
被
害
が
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
的
・
物
的
に
甚
大
な
被
害

発
生
を
受
け
、国
は
今
次
災
害
を
復
旧
事
業

の
国
の
補
助
率
を
か
さ
上
げ
し
て
被
災
自

治
体
の
財
政
支
援
を
後
押
し
す
る
激
甚
災

害
へ
指
定
し
た
。

洪
水
に
伴
う
河
岸
浸
食
、

堤
防
決
壊
、
は
ん
濫
の
状
況

　

断
続
的
に
襲
来
し
た
台
風
に
よ
る
洪
水

2
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豪
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災
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報
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で
多
く
の
河
川
が
は
ん
濫
し
た
。全
体
で
は

国
と
北
海
道
合
わ
せ
て
25
河
川
で
浸
水
被

害
が
あ
っ
た
と
報
告（

3
（

さ
れ
て
い
る
。調
査
団

で
は
、河
岸
浸
食
や
堤
防
・
橋
梁
に
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
河
川
を
中
心
に
以
下
の
事

例
を
緊
急
調
査
し
た
。

　

最
初
に
、
常
呂
川
に
つ
い
て
は
、
8
月
20

日
か
ら
の
降
雨
に
よ
り
太ふ
と
ち
ゃ
な
え

茶
苗
観
測
所
で

観
測
史
上
第
1
位
の
水
位
を
記
録
し
、越
水

が
4
個
所
発
生
し
、支
川
柴し
ば
や
ま
さ
わ

山
沢
川
で
は
堤

防
が
決
壊
し
た
。こ
の
際
の
外
水
は
ん
濫
で

約
2
1
5
ha
が
浸
水
し
、出
荷
を
目
前
に
控

え
て
い
た
地
元
特
産
の
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
に

大
き
な
被
害
が
出
た
。
ま
た
、
石
狩
川
水
系

空
知
川
で
は
、8
月
20
日
か
ら
の
大
雨
お
よ

び
台
風
第
10
号
に
伴
う
出
水
に
よ
り
、
図
1

に
示
す
よ
う
に
南
富
良
野
町
幾い
く

寅と
ら

地
区
の

国
管
理
区
間
の
2
個
所
で
上
流
部
3
0
0

ｍ
、下
流
部
1
5
0
ｍ
に
わ
た
っ
て
堤
防
が

決
壊
し
、
北
海
道
管
理
の
支
川
ユ
ク
ト
ラ

シ
ュ
ベ
ツ
川
か
ら
の
は
ん
濫
と
相
ま
っ
て

約
1
3
0
ha
が
浸
水
し
、住
家
約
1
0
7
戸

お
よ
び
食
品
加
工
工
場
等
が
大
き
な
浸
水

被
害
を
受
け
た（

2
（

。
さ
ら
に
、
十
勝
川
水
系
に

お
い
て
は
、12
個
所
の
観
測
所
で
観
測
史
上

第
1
位
の
水
位
を
記
録
し
、国
管
理
の
札
内

川
の
堤
防
が
2
0
0
ｍ
あ
ま
り
決
壊
し
、北

海
道
管
理
の
支
川
戸と
つ
た
べ
つ

蔦
別
川

の
堤
防
決
壊
と
相
ま
っ
て
両

川
合
流
部
付
近
で
約
50 

ha

の
浸
水
が
起
き
た
。
十
勝
川

水
系
で
は
こ
の
ほ
か
北
海
道

管
理
の
パ
ン
ケ
シ
ン
ト
ク

川（
新
得
町
）、
ペ
ケ
レ
ベ

ツ
川（
清
水
町
）
で
河
岸
浸

食
に
よ
り
橋
梁
や
住
家
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
（
写

真
1
）
。
こ
の
パ
ン
ケ
シ
ン

ト
ク
川
に
架
か
る
J
R
北

海
道
の
橋
梁
被
害
で
道
央
の

札
幌
と
道
東
の
帯
広
・
釧
路

を
結
ぶ
列
車
は
長
期
間
運
休

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
交
通
網
と
い
う
点
で

は
、
沙さ

流る

川が
わ

に
架
か
る
橋
梁

被
害
な
ど
で
道
央
と
道
東
を
結
ぶ
幹
線
の

国
道
2
7
4
号
も
復
旧
の
見
通
し
が
立
た

な
い
な
か
、
高
速
道
路（
道
東
自
動
車
道
）

が
機
能
し
た
こ
と
で
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ

が
回
避
さ
れ
た
こ
と
は
イ
ン
フ
ラ
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
点
で
特
筆
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

調
査
団
で
は
今
回
の
大
雨
や
流
出
、河
川

の
流
れ
や
は
ん
濫
、さ
ら
に
は
多
数
の
橋
梁

や
堤
防
の
被
害
の
実
態
や
原
因
を
究
明
し
、

今
後
の
対
策
に
生
か
す
よ
う
な
見
解
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
。国
土
交
通
省
北
海
道
開

発
局
、北
海
道
の
関
係
各
位
に
は
資
料
等
の

提
供
で
協
力
い
た
だ
い
た
。こ
こ
に
記
し
て

謝
意
を
表
わ
す
。最
後
に
本
災
害
で
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、犠
牲
者
の
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

図1　北海道南富良野町での空知川の堤防決壊と氾濫の状況（2）

写真1　�北海道の広範囲で発生した被害の状況（土木学会・2016年8月北海道豪雨災害調
査団）

河岸浸食による JR 鉄橋の被災
（新得町・パンケシントク川 2016/9/6）

河岸浸食による家屋の被災
（清水町・ペケレベツ川 2016/9/6）
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